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会員数684人（2008年3月1日現在） 

鹿
児
島
 １
月
26
日
 

鹿
児
島
支
部
新
年
会
を
開
催
　
 

1
月
24
日
 

2
0
0
8
年
の
新
年
懇
親
会
　
 

福
岡
 

篤姫（1835～1885）。薩摩藩島津家の分家、今和泉家か
ら13代将軍徳川家定の正室になり、江戸城の無血開城
と徳川家の存続に強い影響を与えた影の功労者。 
篤姫の部屋と、大奥の篤姫の部屋を再現したものです。 

地
区
だ
よ
り
 

松
九
会
の
活
動
方
針
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
が
あ
る
。
そ
の

一
環
で
昨
年
3
月
に
N
P
O
「
は

か
た
夢
松
原
の
会
」
主
催
の
松
苗

植
樹
に
参
加
し
た
。
博
多
湾
の
砂

浜
に
毎
年
松
苗
を
植
え
て
、
白
砂

青
松
の
美
し
い
松
原
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
す
る
活
動
で
あ
る
▼
約

2
0
0
名
で
海
の
中
道
海
浜
公
園

内
の
砂
浜
に
2
0
0
0
本
の
植
樹

を
し
た
。
松
九
会
会
員
9
名
、社

員
の
方
も
20
名
参
加
さ
れ
た
。
こ

の
時
、
あ
る
会
員
と
の
ふ
れ
あ
い

が
縁
で
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を

は
じ
め
と
す
る
環
境
保
全
活
動
に

今
取
り
組
ん
で
い
る
▼
①
地
球
温

暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
2

）の
排
出
量
削
減
の
為
、
電

気
使
用
量
の
削
減
、
ガ
ソ
リ
ン
使

用
量
の
削
減
。
そ
の
為
、エ
ア
コ
ン

の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
、エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
実
施
な
ど
。
②
資
源
環
境

保
全
の
た
め
、
廃
棄
物
の
削
減
、

分
別
を
徹
底
し
、
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
運
び
込
み
、
こ
ど

も
育
成
会
の
資
源
回
収
に
協
力
。

③
水
の
使
用
量
削
減
▼
今
年
は
京

都
議
定
書
の
約
束
期
間（
5
年
間
）

に
入
っ
た
。
7
月
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
が

主
要
議
題
で
あ
る
。
環
境
関
係
の

テ
レ
ビ
番
組
、新
聞
報
道
は
毎
日

の
様
に
あ
る
。私
は
子
供
達
の
未
来

の
為
に
環
境
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
も
っ
と

多
く
の
皆
さ
ん
に
家
庭
で
、
職
場
で
、

ま
ず
今
出
来
る
こ
と
か
ら
環
境
活

動
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　（
瀬
戸
口
雅
義
） 

2
0
0
8
年
新
年
懇
親
会
は
1
月

24
日
、
参
加
者
1
5
8
名
の
出
席
を

頂
き
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多
で

行
な
わ
れ
た
。
会
社
か
ら
藤
吉
社
長
、

南
取
締
役
、
組
合
本
部
か
ら
西
嶋

副
中
央
執
行
委
員
長
の
出
席
を
頂
き

ま
し
た
。
太
田
会
長
挨
拶
の
後
、藤
吉

社
長
か
ら
電
器
業
界
、
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｃ

の
現
状
と
新
分
野
の
取
組
み
等
お
話

を
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
三
浦
薫
さ
ん
の
詩
吟
、

太
田
会
長
の
乾
杯
後
、
宴
会
に
入
り

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
会
員
さ

ん
同
士
元
気
で
出
席
で
き
た
喜
び
を

称
え
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
・
カ
ラ
オ
ケ
も
入
り
楽
し
い
一
時

で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
事
務
局
） 

１
月
26
日
に
、
鹿
児
島
支
部
で
は

平
成
18
年
10
月
に
支
部
を
結
成
し
て

初
め
て
の
新
年
会
を
会
員
、
会
社
よ

り
石
田
取
締
役
を
招
待
し
て
開
催
。

鹿
児
島
支
部
は
若
い
人
が
多
く
、
殆

ど
の
会
員
が
未
だ
色
々
な
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
て
、
や
や
少
な
い
参
加
者

で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
あ
い
ま
し
た
。 

最
初
に
総
会
以
降
の
活
動
状
況
の

報
告
と
年
度
末
（
３
月
）
ま
で
の
計

画
を
説
明
、
続
い
て
、
石
田
取
締
役

よ
り
会
社
の
経
営
が
順
調
に
進
捗
し

て
お
り
、
今
後
も
向
上
の
見
通
し
で

あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
会
員
は
大

変
心
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

阿
部
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
会
食

懇
談
に
移
り
、
会
社
よ
り
幻
の
焼
酎

『
佐
藤
』
と
『
三
岳
』
が
差
し
入
れ

さ
れ
ま
し
た
。
さ
す
が
に
美
味
し
く

2
本
は
、
お
湯
割
、
ロ
ッ
ク
で
瞬
く

間
に
飲
み
干
し
懇
談
が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
懐
か
し
い
職
場
で
の
思
い

出
話
か
ら
、
新
し
い
職
場
で
の
、
楽

し
い
こ
と
苦
労
話
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
三
時
間
が
経
過
し
締
め
括
り
に
、

恒
例
の
大
坪
さ
ん
の
美
声
に
よ
る
『
相

撲
甚
句
』
を
堪
能
し
ま
し
た
。
最
後

に
磯
道
さ
ん
の
万
歳
三
唱
で
、
楽
し

い
新
年
会
を
お
開
き
に
し
ま
し
た
。 

私
の
健
康
法
 

★ 
★ 

★ 
★ 

退
職
後
、
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
で
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て

2
年
半
に
な
り
ま
す
。
仕
事
は
1
日

5
時
間
、
月
17
日
勤
務
で
、
重
量
物

（
ブ
ロ
ッ
ク
、
セ
メ
ン
ト
等
）
の
積

み
下
ろ
し
と
外
回
り
の
販
売
で
す
。 

在
職
時
代
と
違
い
、
お
客
様
相
手

で
毎
日
が
変
化
に
富
み
楽
し
く
、
ま

た
運
動
不
足
の
私
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
兼
ね
た
様
な
仕
事
な
の
で
一
石

二
鳥
で
す
。
最
初
は
足
腰
膝
な
ど
ガ

ク
ガ
ク
で
し
た
が
、
1
日
2
万
歩

目
標
で
取
り
組
ん
だ
結
果
、
今
で
は

慣
れ
て
職
場
の
主
の
様
で
す
。 

今
後
も
仕
事
を
楽
し
み
な
が
ら
健

康
に
努
め
、
職
場
の
皆
さ
ん
と
仲
良

く
や
っ
て
い
き
ま
す
。 

平
島
薫
さ
ん
（
熊
本
地
区
）
 

仕
事
で
健
康
 

牧之角五美さん（鹿児島地区） 

「写真」 篤姫の着物（篤姫館／鹿児島・指宿にて） 

新年懇親会 

出席メンバー 

フォークリフトで仕事中 

太田会長 藤吉社長 

Gallery



実験風景 

カンボジアの子供達と 

奥様と仲良く 

（入選作品）掘割の雨・１１月（４０号） 

マラッカのオランダ広場にて 

　
松
本
文
夫
さ
ん
は
卓
球
歴
46
年

の
経
験
を
生
か
し
「
那
珂
川
町
卓
球

連
盟
」
の
代
表
と
し
て
、
後
進
の
育

成
と
指
導
に
日
夜
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
4
回
開
催
さ
れ
る
大
会
の
監

督
を
務
め
、
2
0
0
1
年
の
50
回

記
念
の
全
国
青
年
大
会
卓
球
4
位

に
入
賞
、
2
0
0
4
年
の
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
ふ
く
お
か
「
一
般
の
部
」

で
は
準
優
勝
に
導
き
地
域
選
手
か
ら

信
頼
さ
れ
る
存
在
で
す
。
毎
年
夏
に

は
「
松
本
卓
球
ク
ラ
ブ
」
も
開
催
、

自
宅
の
居
間
に
設
置
さ
れ
た
卓
球
台

は
そ
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
そ
の
鍛
え
ら
れ
た
身
体
も
62

歳
の
時
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
を
入
れ
て
か

ら
は
無
理
を
し
な
い
様
に
し
て
い
る

と
の
事
。
又
別
の
趣
味
で
あ
る
写
真

撮
影
で
「
桜
」
と
「
紅
葉
」
を
マ
イ
カ
ー

で
追
っ
て
日
本
全
国
縦
断
の
旅
を
謳

歌
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　（
長
田
義
則
） 

　
南
東
地
区
の
西
川
有
さ
ん
が
、
水

彩
画
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
定
 

年
を
4
月
に
迎
え
た
正
月
の
T
V

で
T
N
C
文
化
大
学
の
水
彩
画
教

室
の
案
内
が
あ
り
、
や
っ
て
み
る
か

と
申
し
込
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
だ
そ

う
で
今
年
で
4
年
目
に
な
る
そ
う

で
す
。
平
成
19
年
度
の
県
展
（
第
63

回
福
岡
県
美
術
展
覧
会
）
に
初
め
て

応
募
し
て
、
製
作
3
ｹ
月
の
40
号
、

掘
割
の
雨
・
11
月
の
作
品
が
見
ご
と
に

入
選
し
ま
し
た
。
水
彩
画
の
面
白
さ

は
や
っ
て
み
る
と
こ
ん
な
世
界
が
あ
っ

た
の
か
と
思
う
楽
し
さ
で
、
筆
を
持

つ
と
自
分
の
世
界
に
浸
れ
て
し
ま
う

そ
う
で
す
。
今
後
と
も
気
に
入
っ
た

絵
が
で
き
た
ら
積
極
的
に
公
募
展
に

出
し
て
い
き
た
い
と
い
う
事
で
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
 
　（
福
永
攻
治
） 

　
大
分
地
区
の
築
地
光
正
さ
ん
は
定

年
退
職
後
、
健
康
に
良
い
こ
と
と
、

気
軽
な
楽
器
の
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
」
の

演
奏
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
毎
月

3
回
の
教
室
で
の
練
習
と
そ
の
成
果

発
表
と
し
て
、
今
で
は
老
人
ホ
ー
ム
、

公
民
館
、
病
院
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

の
慰
問
活
動
に
実
績
を
上
げ
ら
れ
大

好
評
で
す
。
お
年
寄
り
が
大
き
な
声

で
童
謡
、
唱
歌
、
懐
か
し
い
演
歌
や

軍
歌
を
一
緒
に
あ
わ
せ
て
歌
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
れ
が
大
き
な
喜
び
と
ま

た
活
力
の
源
に
も
な
り
ま
す
。
今
年

の
3
月
の
九
州
大
会
と
8
月
の
広

島
公
演
に
む
け
て
練
習
を
重
ね
て
い

る
そ
う
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
神
弘
道
） 

　
大
竹
さ
ん
は
寒
い
日
本
の
冬
を

避
け
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
古
都
マ
ラ
ッ

カ
に
3
ヶ
月
の
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を

始
め
て
3
回
目
、
今
年
も
現
地
の

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
に
夫
婦
で
滞
在

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
か
ら
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
が

一
望
で
き
、
約
30
坪
の
家
賃
が
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
込
み
で
な
ん
と
5
万

円
と
物
価
も
日
本
に
比
べ
格
段
に

安
く
（
散
髪
が
1
8
0
円
な
ど
）、

治
安
も
よ
く
、
日
本
の
ス
ー
パ
ー

も
含
め
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
数

軒
営
業
し
て
お
り
、
極
め
て
快
適

な
避
寒
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
今
頃
は
連
日
夏
日
で
す
が
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
英

文
化
の
残
る
歴
史
の
街
を
楽
し
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杉
村
実
） 

　
懐
か
し
く
な
っ
た
昭
和
に
退
職
さ

れ
た
倉
内
さ
ん
の
近
況
を
リ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

　
昭
和
の
終
り
63
年
3
月
に
定
年

退
職
さ
れ
こ
の
3
月
で
退
職
後
満

20
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。 

　
退
職
と
同
時
に
奥
様
と
２
人
で
倉

内
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
を
開

か
れ
、
福
岡
県
内
を
メ
イ
ン
に
週
10

回
（
昼
、
夜
）。
時
に
は
九
州
全
県
山

口
ま
で
足
を
伸
ば
さ
れ
指
導
を
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
奥
様
の
話
で
は
、
そ

の
指
導
は
礼
儀
に
始
ま
り
基
本
を
徹

底
す
る
と
言
う
松
下
精
神
が
随
所
に

活
か
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
昨
年

か
ら
は
指
導
ペ
ー
ス
を
週
1
回
に

減
ら
し
奥
様
と
温
泉
旅
行
等
自
分

と
家
族
（
孫
の
成
長
）
の
楽
し
み

に
多
く
の
時
間
を
使
っ
て
居
ら
れ

る
そ
う
で
す
。 

　
ダ
ン
ス
で
鍛
え
た
身
体
は
背
筋

が
ピ
ン
と
し
て
姿
勢
が
良
く
健
康

で
若
々
し
く
、
な
ん
だ
か
タ
イ
ム

マ
シ
ン
で
昭
和
に
戻
っ
た
様
な
感

じ
が
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
本
武
征
） 

 

　
大
分
地
区
の
羽
田
野
勝
利
さ
ん
は

定
年
退
職
後
、
テ
レ
ビ
で
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
惨
状
を
み
た
こ
と
を
契
機
に
、

当
地
の
地
雷
撤
去
や
被
害
者
を
支
援

す
る
非
政
府
組
織
の
現
地
勉
強
会
に

同
行
し
、
当
時
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権

下
の
弾
圧
の
実
態
を
伝
え
る
収
容
所

や
地
雷
の
爆
破
作
業
を
見
学
し
て
、

帰
国
後
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
Ｃ
Ｍ
Ｃ
本
部
・
福
岡
市
）

の
大
分
事
務
局
を
発
足
さ
せ
「
多
く

の
人
に
惨
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ

の
援
助
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
」　
　（
大
神
弘
道
） 

　
現
在
、カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
本
部（
Ｃ
Ｍ
Ｃ
本
部
／
福
岡
）

で
は
随
時
街
角
で
1
0
0
円
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

「
1
0
0
円
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
土
地

1
平
方
メ
ー
ト
ル
が
安
全
な
土
地
に

な
り
、
多
く
の
人
々
が
平
和
に
暮
ら

す
事
が
で
き
ま
す
。
街
角
で
こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
、

1
0
0
円
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
 

き
ら
り
 

き
ら
り
 

卓球を楽しむ松本さん 

築地さんは写真の右端 

松
本
文
夫
さ
ん
（
福
岡
／
南
地
区
）
 

卓
球
の
指
導
で
活
躍
中
 

 

築
地
光
正
さ
ん
（
大
分
地
区
）
 

ハ
ー
モ
ニ
カ
で
慰
問
活
動
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

大
竹
亮
さ
ん
（
宮
崎
地
区
）
 

西
川
有
さ
ん
（
福
岡
／
南
東
地
区
）
 

水
彩
画
が
県
展
に
入
賞
 

短
信
 

倉
内
亀
さ
ん
（
福
岡
／
北
東
地
区
）
 

羽
田
野
勝
利
さ
ん
（
大
分
地
区
）
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
支
援
の
お
願
い
 

青
少
年
の
た
め
の
 

科
学
の
祭
典
に
参
加
 

有
村
重
光
さ
ん
と
長
谷
川
和
夫
さ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
地
区
）
 

　
12
月
22
・
23
日
に
、
日
置
市
の
伊

集
院
文
化
会
館
と
中
央
公
民
館
に
お

い
て
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

日
置
大
会
（
文
部
科
学
省
な
ど
同
実

行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
出

展
ブ
ー
ス
（
51
ブ
ー
ス
で
No.1
ブ
ー
ス
）

に
実
験
講
師
と
し
て
、
長
谷
川
和
夫

さ
ん
と
O
B
の
有
村
重
光
さ
ん
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

　
多
く
の
ブ
ー
ス
に
小
中
学
生
と
保

護
者
が
多
数
（
4
0
0
0
人
）
訪
れ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
体
験
し
、

不
思
議
な
科
学
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。 

　
担
当
の
ブ
ー
ス
で
は
、
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

を
作
る
実
験
で
し
た
。
 
 

　
長
谷
川
さ
ん
と
有
村
さ
ん
は
、
参

加
し
た
子
供
達
に
電
子
部
品
の
取
り

付
け
、
半
田
付
け
等
熱
心
に
指
導
し

て
、
最
後
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

点
灯
に
成
功
す
る
と
、
一
緒
に
拍
手

し
て
喜
び
合
い
ま
し
た
。 



戸上山山頂にて 

港にて 

ふーーん　便利だなー 

入賞者写真 

旧伊藤伝右衛門邸庭園にて！ 嘉穂劇場の廻り舞台にて！ 

春先の香り 

　
本
年
度
最
終
戦
を
11
月
22
日
、

皐
月
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
天
拝
で
開
催
し

ま
し
た
。 

　
立
冬
は
過
ぎ
た
も
の
の
、
紅
葉
が

映
え
晩
秋
を
思
わ
せ
る
秋
晴
れ
の
好

天
に
恵
ま
れ
総
勢
42
名
、
松
九
会
の

打
ち
納
め
を
行
い
ま
し
た
。
難
コ
ー

ス
と
あ
っ
て
結
果
は
ネ
ッ
ト
ア
ン
ダ
ー

パ
ー
は
3
名
の
み
で
、
優
勝
は
1
年

間
の
練
習
成
果
を
発
揮
さ
れ
た
柴
藤

さ
ん
が
見
事
勝
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。

2
位
、
3
位
は
そ
れ
ぞ
れ
実
力
者
の

安
井
さ
ん
、
大
野
さ
ん
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
、
5
回
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
楽
し
く

気
持
ち
良
く
そ
し
て
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
表
彰
式
で
は
来
年
度
の
世
話
役
を

決
め
、
会
員
の
健
康
と
来
年
度
の
健

闘
を
誓
い
終
了
し
ま
し
た
。 

成
績
は
次
の
通
り
 

優
　
勝
：
柴
藤
勝
治
 

準
優
勝
：
安
井
一
男
 

3
　
位
：
大
野
博
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
取
修
弌
） 

ゴ
ル
フ
 
福
岡
 

釣
り
 
福
岡
 

パ
ソ
コ
ン
 
福
岡
 

登
山
 
福
岡
 

　
1
月
29
日
、
参
加
者
27
名
で
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
従
来

の
講
習
会
と
は
チ
ョ
ッ
と
趣
向
を
か

え
て
パ
ソ
コ
ン
使
用
上
の
知
っ
て
得

す
る
裏
技
特
集
と
し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
福
永
さ
ん
よ
り
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
基
本
と
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
講

義
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
日

頃
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
い
て
突
然

デ
ー
タ
が
壊
れ
て
も
困
ら
な
い
よ
う

に
、
ア
ド
レ
ス
帳
、
メ
ー
ル
（
受
信
、

送
信
）、
お
気
に
入
り
、
日
本
語
入

力
辞
書
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
っ

て
お
こ
う
と
い
う
手
法
で
す
。 

　
続
い
て
安
倍
さ
ん
、
赤
司
さ
ん
、

樋
口
さ
ん
か
ら
日
頃
の
経
験
に
立
脚

し
た
有
効
な
技
（
ワ
ザ
）
を
披
露
し
て

頂
き
、
最
後
に
木
村
さ
ん
よ
り
知
っ

て
い
る
と
便
利
な
機
能
と
題
し
て
の

講
習
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
な
お
松
九
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
役

立
ち
情
報
に
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
の

詳
し
い
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す
。 

　
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
梶
山
英
明
） 

好
 
好
 会
 
会
 活
 
活
 動
 
動
 

同
 
同
 

　
福
岡
県
北
九
州
市
の
企
救
山
地
第

二
の
高
峰
。
北
の
風
師
山
と
南
の
足

立
山
と
の
間
に
戸
上
山
は
あ
る
。
足

立
山
へ
は
尾
根
伝
い
に
縦
走
で
き
る

が
今
回
は
時
間
が
掛
か
り
す
ぎ
る
の

で
中
止
し
ま
し
た
。
門
司
駅
前
か
ら

垣
見
行
き
バ
ス
に
乗
り
寺
内
で
下
車
。

町
並
み
を
抜
け
企
救
自
然
歩
道
の
案

内
板
を
確
認
し
戸
上
山
に
向
か
う
。

戸
上
神
社
上
宮
で
安
全
祈
願
を
し
て

先
を
急
ぐ
と
す
ぐ
に
戸
上
山
山
頂
に

着
く
。
見
晴
ら
し
は
と
て
も
良
い
。

昼
食
は
小
倉
の
河
豚
料
理
屋
で
食
べ

る
の
で
急
い
で
下
山
。
美
味
し
い
河

豚
に
舌
鼓
を
打
つ
。
　
　（
澤
田
真
次
） 

 
平
成
19
年
度
の
忘
年
釣
大
会
を
、

12
月
6
〜
7
日
長
崎
県
平
戸
市
の

阿
値
賀
島（
無
人
島
）に
て
開
催
し
ま

し
た
。
総
員
10
名
が
参
加
し
、
冬
晴

れ
の
釣
日
和
に
恵
ま
れ
た
中
で
磯
釣

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
釣
り
結
果
は
、

波
飛
沫
が
暖
か
く
感
じ
る
程
に
海
水

温
が
高
く
、
雑
魚
の
大
集
団
に
餌
も

直
ぐ
に
取
ら
れ
る
し
、
釣
れ
る
の
は

大
型
の
ア
ブ
ッ
テ
カ
モ（
雀
鯛
）
ば

か
り
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
奮
闘
し

て
腕
前
を
発
揮
さ
れ
た
、
古
岡
さ
ん

が
優
勝
、
楢
崎
さ
ん
が
準
優
勝
を
獲

得
さ
れ
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
第

二
部
の
忘
年
懇
親
会
を
、
平
戸
西
浜

荘
に
て
行
い
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
五
島

灘
で
泳
い
で
い
た
「
カ
ン
パ
チ
」
の

大
盛
り
と
、
鴨
な
べ
を
美
味
し
く
頂

き
な
が
ら
、
今
年
の
反
省
と
来
年
の

釣
に
話
も
盛
り
上
が
り
楽
し
い
懇
親

会
後
、
参
加
賞
と
家
族
へ
の
お
土
産

を
抱
え
家
路
に
着
き
ま
し
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
立
石
征
雄
） 

2
月
12
日
、
江
戸
時
代
の
九
州
一

の
幹
線
道
路
「
長
崎
街
道
：
筑
前
六

宿
」の
直
方
〜
飯
塚
宿
を
バ
ス
を
利

用
し
な
が
ら
要
所
々
を
歩
き
ま
し
た
。

中
で
も
街
道
に
面
し
て
建
て
ら
れ
て

い
る
筑
豊
の
石
炭
王
の
旧
宅
「
伊
藤

伝
衛
門
邸
」
の
広
大
な
庭
と
建
物
に

は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
数
年
前

の
大
水
害
か
ら
復
興
さ
れ
た
「
嘉
穂

劇
場
」も
隅
か
ら
隅
ま
で
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
、
飯
塚
市
民
あ
げ
て
一

丸
と
な
っ
て
始
ま
っ
て
い
る
「
雛
ま

つ
り
」
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
感

心
し
ま
し
た
。
歩
行
距
離
4
km
　。
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
野
田
弘
信
） 

第
1
回
工
場
見
学
は
12
月
13
日

（
39
名
）、
第
2
回
は
2
月
7
日
（
30

名
）
に
実
施
。
予
定
よ
り
早
く
ト
ヨ

タ
自
動
車
九
州
工
場
に
到
着
。
見
学

時
間
ま
で
Ｐ
Ｒ
館
で
ト
ヨ
タ
車
が
出

来
る
ま
で
の
工
程
の
流
れ
や
、
部
品

の
説
明
、
展
示
車
へ
の
試
乗
で
過
ご

し
た
。
広
大
な
工
場
に
も
か
か
わ
ら

ず
シ
ス
テ
ム
で
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
お
り
、
街
で
見
か
け
る
車

が
数
分
お
き
に
出
来
上
が
る
光
景
は

見
事
で
あ
る
。 

午
後
か
ら
は
小
倉
に
あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
第
2
工
場
を
見
学
。
国
内
シ
ェ
ア
ー

60
％
の
衛
生
陶
器
生
産
会
社
で
あ
る
。

生
産
品
自
体
が
複
雑
な
構
造
の
為
、

殆
ど
は
セ
ル
生
産
で
行
な
わ
れ
て
い

る
。
又
特
別
な
製
品
は
熟
練
さ
れ
た

人
で
一
品
一
品
加
工
さ
れ
て
い
た
。

皆
さ
ん
は
常
に
笑
顔
で
挨
拶
を
さ
れ

見
学
し
て
い
て
気
持
ち
の
良
い
工
場

で
あ
る
。
参
加
者
か
ら
は
来
年
も
機

会
が
あ
れ
ば
是
非
こ
の
様
な
企
画
を

し
て
欲
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
事
務
局
） 

特　
集 

工
場
見
学
会
開
催
 

歩
こ
う
会
 

雨
か
雪
の
予
想
が
外
れ
時
折
薄
日

が
差
す
2
月
9
日
、
冬
の
撮
影
会

を
行
な
っ
た
。
博
多
リ
バ
レ
イ
ン
と

そ
の
周
辺
の
通
り
や
オ
シ
ャ
レ
な
店

に
カ
メ
ラ
を
向
け
、
ま
た
川
端
通
り

を
撮
り
歩
き
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
へ
。

大
胆
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
造
形
美
や

面
白
い
店
の
表
情
な
ど
メ
ン
バ
ー
夫
々

の
見
方
、
感
じ
方
で
カ
メ
ラ
に
収
め

た
。
普
段
は
主
に
自
然
の
風
景
写
真

を
撮
っ
て
い
る
私
達
が
街
中
で
の
風

景
や
表
情
を
ど
ん
な
目
線
で
捕
ら
え

た
か
？
結
果
が
楽
し
み
で
あ
る
。 

（
掲
載
写
真
は
松
本
文
夫
さ
ん
の

1
月
例
会
の
作
品
で
す
）（
柴
田
恭
輔
） 

写
真
 



電
　
話
…
０
９
４
２-

９
４-

３
３
４
４
 

F
A
X
…
０
９
４
２-

９
４-

４
４
４
７
 

お
知
ら
せ
 

お
知
ら
せ
 

松
九
会
会
員
証
の
特
典
 

松
九
会
会
員
証
で
次
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

●
山
水
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
 

　
プ
レ
ー
料
金
割
引
 

①
会
員
証
を
提
示
す
る
事
で
 

￥
５
０
０
／
１
名
値
引
き
し
ま
す
。 

②
会
員
証
１
名
で
 

 １
組（
４
名
全
員
）適
応
。 

（
但
し
、
18
以
上
ラ
ウ
ン
ド
す
る
事
。） 

③
２
０
０
８
年
１
月
６
日
か
ら
適
応
。 

佐
賀
県
三
養
基
郡
み
や
き
町
大
字
簑
原
４
８
０
７
 

【
山
水
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
】 

会
員
の
動
き
 

会
員
の
動
き
 

会
員
の
動
き
 

（
会
員
や
ご
家
族
か
ら
の
ご
辞
退
申
し
出
を
除
き
掲
載
し
ま
す
） 

 
 

 

【
古
希
】
昭
和
13
年
生
ま
れ
 

岩
崎
義
一
 （
福
岡
／
南
） 
２
・
１
 

汐
見
勝
彦
 （
熊
本
） 

２
・
17
 

飯
盛
万
司
 （
大
分
） 

３
・
10
 

【
傘
寿
】
昭
和
3
年
生
ま
れ
 

倉
内
　
亀
 （
福
岡
／
北
東
） 
３
・
13
 

 
 

 
　
　
 

徳
永
敏
夫
（
オ
フ
ィ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）佐
賀
 

森
　
正
晴
（
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）福
岡
／
西
 

井
上
晶
秀
（
松
下
電
工
久
留
米
）福
岡
／
西
 

立
石
悦
朗
（
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）福
岡
／
西
 

菊
池
紳
一
（
福
岡
管
理
部
）福
岡
／
西
 

 
　
　
 

本
田
正
雄
（
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）福
岡
／
北
東
 

鳥
越
敏
裕
（
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｇ
）福
岡
／
北
東
 

諌
山
　
実
（
デ
バ
イ
ス
大
分
）
大
分
 

細
川
幸
喜
（
福
岡
総
務
Ｇ
保
安
Ｔ
）福
岡
／
西
 

 
 

 

末
岡
照
嘉
 
（
福
岡
／
西
） 

藤
井
敏
博
 
（
大
分
） 

高
橋
説
三
 
（
福
岡
／
北
東
） 

今
泉
　
勲
　
 （
福
岡
／
北
東
） 

一
鬼
照
基
 
（
大
分
） 

石
橋
徳
勝
 
（
大
分
） 

林
　
嘉
隆
 
（
福
岡
／
中
） 

八
田
登
志
夫
 （
福
岡
／
南
） 

半
田
稔
伸
 
（
福
岡
／
南
） 

世話役 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

12月 

2月 

3月 

備考 

H21 
／1月 

11月 

平成20年度 同好会活動計画一覧表 
釣り 

米倉昭正 
092-585-0969

登山 

藤井哲夫 
092-566-0871

テニス 

佐藤直之 
092-565-2378

生涯学習コーナー 

松九会事務局 
092-512-9592

パソコン 

木村健一 
092-573-0210

歩こう会 

野田弘信 
092-566-6134

カメラ 

柴田恭輔 
092-807-1819

囲碁 

冨永　孜 
092-511-7233

ゴルフ 

江口勝眞 
092-566-0885

※クラブ員でない方でも参加は可能です。各クラブの世話役に事前にご相談されれば詳細も分かります。 

4/3 
夜須高原ＣＣ 
（9:59） 

 

 
 
 

 
 

 
 
 

6/12 
北山ＣＣ 
（9:00） 

 
 

 
 
 
 

 
 

9/4 
筑紫野ＣＣ 
（8:59） 

10/16 
ＪＲ内野ＣＣ 
（9:00） 

11/20 
さつき天拝ＣＣ 
（9:00） 

4/4 
糸島沖 

（深江近辺） 
 

 
 
 

5/9 
呼子周辺 
春季大会 

 
 
 
6/5 
二神沖 

 
 

7/18 
呼子周辺 

 
 
 
 
 

 
 
 

10/14 
呼子周辺 
秋季大会 

 
 

12/4～5 
忘年大会 

（平戸・福島） 

 
 
 
 
 

2月中旬 
（五島） 
 

3月中旬 
（壱岐） 

4/18 
例会 

13:00～ 
 

 
 
 

5/9 
春の撮影会 
佐賀・大興善寺 

 

 
 

6/20 
例会 

13:00～ 

 

7/18 
例会 

13:00～ 
 
 
 
8/8 

夏の撮影会 
山口・角島 

 
9/18 
例会 

13:00～ 
 

10/17 
例会 

13:00～ 

11/21 
秋の撮影会 
大分・国東半島 

12/12 
例会 

13:00～ 
 
 

1/23 
例会 

13:00～ 

 
2/6 

冬の撮影会 
福岡・天神 

3/27 
例会 

13:00～ 

 
 
 
 

 
 
 

5/26 
パソコン入門 
10:00～ 

サンレイクかすや 

 

 
 

 
 

7/22 
デジカメde 
同時プリント 
10:00～ 
春日寮 

 
 

9/30 
エクセル活用編 
10:00～春日寮 

 

 

11/25 
デジカメ･年賀状作成 
10:00～春日寮 

 
 

 
 

1/27 
裏技集 
10:00～ 
春日寮 

 
 
 

3/23 
インターネット 
10:00～ 

サンレイクかすや 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

6/18 
春日寮 

栄家の三姉妹 
（シネマ） 
（13:00～） 

 
 

 
 

 
 

9/3 
春日寮/阿弥陀堂だより 
（シネマ）（13:00～

） 

 
 
 

11月工場見学予定 

 
12/3 
春日寮 

ラストエンペラー 
（シネマ）（13:00～

） 
 

 

 

 

 
3/4 

春日寮/キューポラのある街 
（シネマ）（13:00～

） 

4/8 
囲碁大会 
太宰府ホテル 
グランティア 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

10/14 
囲碁大会 
太宰府ホテル 
グランティア（予定） 

4/23 
桧原運動公園 

 
 

 
 
 

5/28 
桧原運動公園 

 
 
 

6/25 
桧原運動公園 

 
 

7/30 
桧原運動公園 

 
 
 

8/27 
桧原運動公園 

 
9/24 

桧原運動公園 

10/28～29 
合宿 
 

11/26 
桧原運動公園 

12/17 
桧原運動公園 

 
 

1/28 
桧原運動公園 

 
 

2/25 
桧原運動公園 

 

3/25 
桧原運動公園 

4/5 
大平山／福岡・甘木 
4／12～13 
由布岳～鶴見岳 
（１泊２日） 
4/26 

緩木岳～越敷岳 
／大分・竹田 

5／10 
仰鳥帽子山／熊本 

 
5／24～26 
雲仙・普賢岳・ 

眉山・黒髪山～青螺山 

6／14 
猟師山～合頭山／大分 

 
6/28 

城山～金山／福岡 

7/12 
笠置山／福岡・若宮 

 
7/26 

井原山／福岡 

8/9 
内住峡～砥石山／福岡 

9/13 
倉木山／大分 

10/26～27 
星生山～久住山 
三俣山／大分 

11/15 
不動岩／熊本 

12/6～7 
聖岳～鬼ノ鼻山 
／佐賀・多久 
(忘年登山） 

1/17 
小文字山～足立山 
／北九州 
(新年登山） 

2/未定 
久住山・雲仙など 
(霧氷・雪山歩き） 

3/21 
米神山／大分 

4/1 
篠栗八十八ヶ所巡り 

パート４ 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

6/3 
唐津街道（赤間～畦町） 

パート３ 

 
 
 
 

 

 
8/5 

長崎鷹島（元寇の島） 

 
 

10/7 
堀川運河（折尾～中間市） 

 

 
 

12/2 
奴国・弥生銀座を歩く 
（忘年会兼ねる） 

 

 
 
 
 

2/3 
熊本城散策 

トヨタ自動車九州工場にて（第1回） トヨタ自動車九州工場にて（第2回） 


